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都
市
計
画
を
知
っ
て
い
ま
す
か

 

「
都
市
計
画
」
と
は
都
市
計
画

法
で
定
め
る
計
画
の
こ
と
で
す
。

都
市
の
成
長
と
発
展
を
適
正
に
誘

導
す
る
た
め
、
土
地
利
用
や
都
市

計
画
事
業
等
の
方
向
性
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
が
な
い
と
、
例
え
ば
、

市
街
地
や
周
辺
で
住
宅
地
や
工
場
、

商
業
地
の
開
発
が
無
計
画
で
行
わ

れ
た
り
、
一
つ
の
地
域
に
住
む
場

所
と
働
く
場
所
が
過
度
に
混
在
し

た
り
し
て
、
非
効
率
な
公
共
投
資

の
必
要
性
や
快
適
な
生
活
を
妨
げ

る
弊
害
が
生
じ
る
な
ど
様
々
な
問

題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
都
市
計
画
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
の
都
市
計
画

　

旧
鶴
岡
市
で
は
昭
和
五
年
に
初

め
て
都
市
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
三
年
に
は
市
民

参
画
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

で
の
検
討
を
経
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
や
、
十
六
年

に
は
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
計

画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
の
区

域
区
分
の
導
入
な
ど
、
社
会
経
済

の
情
勢
に
応
じ
た
都
市
計
画
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
五
年
に
は
藤
島
・
櫛
引
・

温
海
都
市
計
画
区
域
と
羽
黒
・
朝

日
地
域
の
一
部
を
含
め
た
鶴
岡
都

市
計
画
区
域
を
設
定
。
全
市
統
一

的
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
の
課
題

　

本
市
の
市
街
地
は
江
戸
時
代
の

町
割
り
を
基
に
、
高
度
経
済
成
長

期
や
バ
ブ
ル
経
済
期
に
開
発
さ
れ

た
住
宅
地
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
七
年
国
勢
調
査
で
は
、
年
代

の
古
い
住
宅
地
は
新
し
い
住
宅
地

と
比
べ
人
口
の
減
少
率
が
大
き
く
、

高
齢
化
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
鶴
岡
地
域
の
郊
外
地
や
各
地

域
の
人
口
も
減
少
し
、
特
に
朝
日

・
温
海
地
域
の
人
口
は
十
七
年
と

比
べ
約
八
割
に
な
る
な
ど
減
少
幅

が
大
き
く
、
地
域
活
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
背
景
に

空
き
家
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
二

十
二
年
の
空
き
家
実
態
調
査
で
は

約
二
千
二
百
棟
だ
っ
た
の
が
、
二

十
七
年
の
調
査
で
は
約
二
千
八
百

棟
の
空
き
家
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

約
四
割
が
中
心
市
街
地
に
集
中
し

て
い
ま
し
た
。
中
心
商
店
街
で
は

空
き
店
舗
や
空
き
地
、
規
模
の
大

き
な
駐
車
場
等
の
低
未
利
用
地
が

増
え
、
商
店
街
の
空
洞
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
化
が
進
む
郊
外
地
や
各
地

域
で
は
、
自
家
用
車
へ
の
依
存
が

高
い
た
め
、
公
共
交
通
を
利
用
す

る
人
が
少
な
く
、
バ
ス
路
線
等
の

維
持
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
学
生

や
高
齢
者
な
ど
自
家
用
車
を
持
た

な
い
人
の
移
動
手
段
で
あ
る
公
共

交
通
の
確
保
も
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

都
市
再
興
基
本
計
画
と
は

　

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
等
の
進

展
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
対
応
す

る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ

ン
（
展
望
）
。
そ
れ
は
「
コ
ン
パ

ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。

都
市
計
画
に
基
づ
く
人
口
規
模
に

応
じ
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
な
市
街

地
形
成
を
基
本
に
、
合
併
し
た
地

域
を
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
つ
な

ぐ
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
方
針
が
、
四

月
一
日
に
発
効
す
る
「
鶴
岡
市
都

市
再
興
基
本
計
画
」
で
す
。
同
計

画
は
、
十
三
年
時
の
内
容
を
充
実

さ
せ
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
都
市
計
画
区
域
内
で
の
住
環

境
や
都
市
機
能
整
備
の
方
針
と
な

る
立
地
適
正
化
計
画
の
二
つ
を
一

体
化
し
た
も
の
で
、
計
画
対
象
区

域
は
全
市
域
と
し
て
い
ま
す
。

三
つ
の
方
向
性

　

都
市
再
興
基
本
計
画
で
は
ま
ち

北部サイエンスパーク地区

鶴岡第２地方合同庁舎整備予定地

コンパクト＋ネットワークのまちづくり
～鶴岡市都市再興基本計画の概要を紹介します～

特集

問合せ　本所都市計画課☎25‐2111内線464

市民協働型の公共交通（にこにこバス）

ランド・バンク事業で拡幅した道路用地
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づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
先
端
研

究
産
業
や
中
核
産
業
で
新
し
い
ま

ち
を
磨
き　

住
環
境
の
循
環
に
よ

り
ま
ち
を
再
編
す
る　

コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ　

鶴
岡
」
と
定
め
ま
す
。

　

こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
人
口
規

模
に
応
じ
た
市
街
地
整
備
を
柱
と

し
な
が
ら
、
ま
ち
を
外
に
拡
散
さ

せ
ず
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街

地
へ
の
住
み
替
え
が
進
む
よ
う
居

住
サ
イ
ク
ル
を
再
編
し
ま
す
。
ま

た
、
市
中
心
部
と
地
域
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
、
生
活
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
市
内
に
中
心
拠
点
、
北
部
・

南
部
・
西
部
生
活
拠
点
、
合
併
町

村
役
場
周
辺
等
の
地
域
拠
点
、
中

心
的
な
山
間
集
落
等
の
小
さ
な
拠

点
を
位
置
付
け
、
次
の
三
つ
の
方

向
性
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
都
市
機
能
の
集
積
と
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
居
住
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
再
編

■
先
端
研
究
産
業
と
の
連
携
に
よ

る
多
様
な
住
環
境
・
に
ぎ
わ
い
機

能
の
整
備

■
幹
線
道
路
と
地
方
路
線
バ
ス
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
生
活

拠
点
の
構
築

 

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
鶴
岡
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
す
。
人
口
減
少
社
会

に
備
え
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市

計
画
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■まちづくりの方向性②
　先端研究産業との連携による多様な住環境・にぎわい機能　
　の整備
　●北部サイエンスパーク地区
　　◎同地区の市街化区域編入による知識集約型産業の拡大

先端研究産業や中核産業で新しいまちを磨き　住環境の循環
によりまちを再編する　コンパクトシティ　鶴岡

都市再興基本計画
基本理念

将来の都市構造図（まちづくりの将来像・目標）

地域拠点
（藤島）

公共交通
空白域

小さな
拠点

公共交通
空白域

公共交通
空白域

地域拠点
（大山）

地域拠点
（羽黒）

地域拠点
（櫛引）

地域拠点
（朝日）

地域拠点
（温海）

小さな
拠点

小さな
拠点

北部
サイエンス
パーク地区

■まちづくりの方向性③
　幹線道路と地方路線バスによるネットワーク形成と生活拠
　点の構築
　●北部・南部・西部生活拠点
　　◎中心市街地を取り囲む市街地の生活拠点として、商業、
　　　医療、福祉など利便施設等を集積
　●地域拠点（旧町村役場周辺等）
　　◎中心拠点、生活拠点、地域拠点を幹線道路、路線バス、
　　　地域主体の公共交通で結束
　●小さな拠点（比較的中心的な山間集落）
　　◎中山間部の複数集落の生活機能の維持・確保を図る「小
　　　さな拠点づくり」の推進
　　◎地域拠点をつなぐ地域主体の輸送手段によるネットワ
　　　ークの形成

■まちづくりの方向性①
　都市機能の集積とライフステージに応じた居住サイクルに
　よる再編
　●中心拠点
　　◎官庁街の再整備（国の鶴岡第２地方合同庁舎の立地、
　　　内川沿い等での民間事業の支援）
　　◎歴史的風致維持向上計画に基づく鶴岡公園周辺の整備
　　◎中心市街地活性化基本計画に基づく中心商店街の活性
　　　化
　【まちなか居住】
　　◎駅前・山王・銀座地区を中心としたまちなか居住プロ
　　　ジェクトの推進
　　◎小規模連鎖型区画再編事業（ランド・バンク事業）に
　　　よる市街地の再編
　　◎住み替え世代ごとの居住サイクルに対応した居住環境　
　　　の整備

住み替え循環を創出する区域

…幹線道路・公共交通

…公共交通（地域主体）

西部
生活拠点

南部
生活拠点

北部
生活拠点

中心拠点

居住誘導区域


